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微生物付着、バイオフィルム、細菌ナノファイバー、接着蛋白質、廃水処理、排ガス処理、界
面微生物工学、微生物変換、固定化、二相系、エマルジョン、バイオレメディエーション、微
生物細胞、感染症、ファウリング、グリーストラップ

主た
る研

究テー
マ

1. 微生物付着のメカニズム解明と制御
2. 細菌の接着ナノファイバー/接着蛋白質の構造と機能解析
3. バイオフィルムによる廃水処理および水浄化
4. メタプロテオミックスによる微生物群の機能解析と応用
5. 液/液界面における微生物変換系の構築

研究内容図説

図1　油滴表面に単層吸着する微生物（左、中）

油滴表面に単層吸着（ラングミュア吸着）する炭化水素水酸化細菌。細胞自己凝集はしないが疎水的な細胞表層をもつ
のが特徴。通常、疎水的だと右のように自己凝集してしまう。こうなると油滴との直接接触が妨げられる。単層吸着を
する微生物細胞を利用することで油滴に溶けた高濃度の毒性かつ疎水性基質を、界面で高速変換する技術を確立した。
これによって世界ではじめて１リットル・１時間あたり１グラム以上の変換速度を実現した。微生物反応を利用したバ
イオ化学工業実現への第一歩である。　

 

図2　細菌ナノファイバーによる固体表面への細胞の直接固定化
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物質輸送が律速となるゲルへの包括固定化のいらない画期的な固定化法の開発に成功（PCT 出願済み）

 

図3．バイオフィルムによる廃水処理の実例（産学連携の成果）： 厨房排水処理技術

 グリーストラップ中の油（左）がバイオフィルムで分解された（右：発酵による発泡状態）
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